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* 本報告書は、国政審議の参考に供するために取りまとめたものです。
* �本報告書の記事は、調査及び立法考査局内において、国政審議に係る有用性、記述の中
立性、客観性及び正確性、論旨の明
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性等の観点からの審査を経たものです。
* �本報告書の記事のうち、意見にわたる部分は筆者の個人的見解です。
* �本報告書の記事を全文又は長文にわたり抜粋して転載する場合には、事前に当局調査企
画課（bureau@ndl.go.jp）に御連絡ください。



はしがき

国立国会図書館の「科学技術に関する調査プロジェクト」は、科学技術政策に関する国会向
け調査サービスの一層の充実を図るため、平成 22（2010）年度から調査及び立法考査局にお
いて実施しているものです。国会における議論のよりどころとなる正確かつ客観的な情報の提
供を目指し、科学技術が関係する各分野の重要な国政課題の中から毎年度選定した特定のテー
マについて、外部の学識経験者の方々と連携して調査・分析を行い、その成果を報告書にまと
めています。

令和 3（2021）年度のプロジェクトでは、「脱炭素社会の技術と諸課題」、「量子情報技術」
及び「ゲノム編集技術」の三つのテーマについて調査を実施しました。本報告書は、このうち
の「脱炭素社会の技術と諸課題」の成果です。

2015年に開かれた国連気候変動枠組条約第 21回締約国会議（COP21）では、産業革命前を
基準として世界の平均気温の上昇を 2℃よりも十分低く抑えるという目標に加え、さらに 1.5℃
までに抑えるための努力を継続することを掲げる「パリ協定」が採択されました。この気温上
昇に関する目標を達成するため、同協定では、今世紀後半における温室効果ガスの排出量と除
去量との間の均衡（カーボンニュートラル）の実現に向けて、温室効果ガス削減に取り組むと
しています。多くの国でカーボンニュートラルを目指す動きが見られる中、我が国では、2020

年 10月、菅義偉内閣総理大臣（当時）が、第 203回国会（臨時会）における所信表明演説の
中で、地球温暖化の原因となる二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量を全体としてゼロとし、
2050年までにカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言しました。2021

年の COP26で採択された「グラスゴー気候合意」においても、今世紀半ばには世界全体の二
酸化炭素の排出量を実質ゼロとするとしています。

カーボンニュートラルを目指すに当たっては、脱炭素化の科学技術とそれを支える法律・制
度・政策が鍵となります。本報告書では、社会の脱炭素化に向けた技術の概要と評価、研究開
発の動向と関連施策、技術を社会実装するための諸課題等について、研究の最前線におられる
学識経験者の方々にも参画いただきながら、分析・整理を試みました。
本プロジェクトに御参加・御協力くださった学識経験者の皆様には、この場を借りて深く御
礼申し上げます。

本報告書が、国会議員の皆様の調査研究や関連分野の国政審議に資するとともに、この問題
に関心を寄せる方々に広く活用されることを願ってやみません。

令和 4年 3月

国立国会図書館　調査及び立法考査局長　寺倉　憲一
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